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中央公園（市民会館跡地エリア第二期整備）における

Park-PFIの活用に向けたサウンディング調査②

令和８年８月



事業対象エリアの追加

C・Dエリアを対象としたPark-PFI＋指定管理
C・Dエリアを対象としたPark-PFI＋指定管理

＋地下駐車場＋中央公園北側(グラウンド共)指定管理

C・Dエリア※を中心とした「 Park-PFI＋指定管理」から、「周辺施設と一体的に管理運営するスキーム」へ拡大
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今回前回 2025.04公表 2026.08公表

※「茨木市市民会館跡地エリア第二期整備基本計画」の対象エリア
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①事業単位の拡大

Park-PFIに、中央公園・地下駐車場・北側グラウンドの管理運営を組み合わ

せ、複数の事業・管理業務を一体的に実施します。

②管理運営の一本化

施設ごとの個別管理ではなく、一体管理による効率化、利用者サービスの向上、

施設間の相乗効果を発揮できるスキームとします。

③収益機会・自主事業の幅の拡大

駐車場を含む複数の収益機会や自主事業の可能性を組み合わせ、民間事

業者の創意工夫を発揮しやすい事業条件とします。

複数事業の一体化による事業範囲の拡大

Park-PFIと複数の管理運営業務を組み合わせた一体的な事業スキームへ

① Park-PFI
（C・Dエリア）

②公園
管理運営

③地下駐車場
管理運営

④グラウンド
管理運営

一体的な
事業スキーム

施設間の連携強化による管理運営の高度化
賑わい創出・エリアの魅力向上へ

追加 追加
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①公園の顔となる新たな拠点

パークセンター（市民活動・管理・交流等の拠点施設）を

新たに整備し、公園利用者が気軽に立ち寄れる、公園の

顔となる施設を目指します。

②管理運営を支える機能

維持管理や利用案内をはじめ、市民活動やイベント運営

を支えるための受付・情報発信・打合せ等、管理運営に必

要な機能を備えることを想定しています。

③管理事務所ではない、「開かれた拠点」

受付・事務所機能を備えるだけではなく、公園内外の人・

活動・情報をつなぎ、中央公園の賑わいを支える拠点とな

ることを目指します。

④管理運営・連携のあり方

公園管理に加え、市民活動団体や地域団体、おにクル等

との連携を促進する拠点として、効果的な運営体制や役

割分担について、民間事業者の知見も踏まえながら整理し

ます。

パークセンターの追加による管理運営機能の強化

市民活動・管理・交流等の拠点施設として新たに位置付け

公園エリア おにクル

地域団体
市民活動

地下駐車場

グラウンド 周辺地域・施設

・公園利用の満足度向上

・市民活動や地域の活性化

・イベント・交流の促進

・中央公園・エリアの魅力向上

・多様な主体による共創の推進

パークセンター
（拠点施設）
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①連携の位置付け

本事業では、周辺市街地を含めたエリア全

体の賑わい創出や魅力向上を目指すことか

ら、市が出資するまちづくり会社と連携するも

のとします。

②連携イメージ

まちづくり会社が持つ地域ネットワークやエリ

アマネジメントの知見と、民間事業者の企画

力・運営力を組み合わせ、公園内外を横断

したイベント、情報発信、市民活動支援等

を展開することを目指しています。

③提案段階からの連携

事業提案に当たっては、提案段階からまちづ

くり会社と協議・調整を行い、連携内容を提

案に反映することを想定しています。

④公平性・情報管理

提案内容や事業アイデア等の機密保持及

び提案機会の公平性を確保する観点から、

市出資のまちづくり会社と応募グループとの

協議方法を含め、適切な運用方法を検討し

ます。

まちづくり会社との連携による公園とまちの一体的なマネジメントの強化

エリアの魅力向上に向けた、まちづくり会社と連携した事業実施体制の構築

・地域ネットワークと民間ノウハウを活かした企画・運営

・公園内外を横断した取組の推進

・地域ニーズを踏まえた柔軟な事業展開

・エリアマネジメント機能の強化

組織構成のイメージ図
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公園単体からエリア全体の価値向上を重視した管理運営へ

複数施設の一体管理と地域との連携を通じ、交流・回遊・賑わいを創出

①対象範囲

公園内で完結する管理運営から、おにクルや周辺市街地を含めたエリア全体を意識した管理運営へ。

②地域との連携

市民活動、イベント、地域プレイヤー等との連携を通じて、公園を起点とした交流・回遊・賑わいの創出を目指します。

③ エリア価値の向上

複数施設の一体管理と地域との連携を組み合わせ、中央公園単体ではなく、エリア全体の魅力・価値を高めることを重視します。

Ｃ・Ｄエリア

おにクル

連携
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中央公園
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市民や学生をつなぎ、

市民活動の活性化へ
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小川水路を含めた一体的な空間整備

市が先行整備を予定していた小川水路のカルバート化について、C・Dエリアの一体的な利用や高低差を活かした空間の連続性を高める観点から、民間事業者の創

意工夫を活かした整備・利活用を検討する方向へ見直します。

① C・Dエリアの一体利用に向けた整備方針

市による先行整備を予定していた小川水路について、C・Dエリア

の一体的な利用や空間の連続性・回遊性向上の観点から、事

業者の業務範囲に含める方向で検討しています。

②事業者による創意工夫を重視

小川水路を公募対象公園施設又は特定公園施設として位置

付けることで、空間構成や動線計画を含め、民間事業者ならで

はの創意工夫を生かした提案を期待しています。

③水辺空間を生かした多様な提案

カルバート化に限定することなく、北側親水空間との連携や高低

差を活かした利活用など、事業コンセプトに応じた多様な提案を

期待しています。

④管理性・安全性を踏まえた施設計画

親水空間としての活用を前提とするものではなく、維持管理性や

安全性、施工性などを踏まえた上で、最適な整備方法について

民間事業者の提案を伺います。

市による先行整備を予定
前回

事業者提案による整備
今回

Dエリア

Cエリア

Cエリアの地盤レベルでカルバート化を予定

Dエリア

Cエリア

小川水路を含め

た一体的な空間

整備を期待

⚫高低差を踏まえた段差解消・動線計画

⚫北側親水空間との連携・活用

⚫ C・Dエリアの連続性・回遊性向上

⚫景観・デザインの工夫

小川水路

2025.04公表

2026.08公表
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小川水路の状況

小川水路は、平常時には水量が比較的少なく、水辺に近づける空間として使用されており、本事業においても活用可能性があります。一方で、降雨時には水位が上

昇するとともに、流速の増加や濁流が発生します。そのため、安全確保や維持管理、浸水時の対応を踏まえた検討が必要です。

降雨時に想定される最大増水ライン

平常時

降雨時の水路状況

1.活用可能性

水辺へのアクセス、滞留・休憩、イベント利用等

2.安全確保

増水時の立入制限、避難動線、転落・流出防止、利用再開の判断

3.整備・維持管理

護岸・動線整備、日常清掃

4.官民の役割分担

日常管理、増水前後の対応、損傷時の復旧、費用負担・責任範囲 など

活用検討上の主な論点

増水ライン：

８割水深程度を想定
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※あくまでも参考資料であり、現地と異なる可能性があります。
また、詳細については、別添(公募時)の図面を参照すること。

福祉文化会館の解体および引渡し状況の計画

当該エリアに存置の福祉文化会館は、令和8年度中に解体工事の着手し、令和9年度中の解体完了を予定している

また、福祉文化会館ほか、令和元年(2019年)に解体済みの元市民会館に依る地下構造物が複数存置している
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地域優先枠の利用実績

グラウンド利用において、地域利用者に設定している優先枠の過去3年度の利用実績について、年度別、月別及びイベント適期の土日祝別に

整理したものです。なお、今後のグラウンド活用可能性を検討するための参考情報として提示するものであり、実際の利用可否は、一般利用や

大会利用等を含めた予約状況等により異なります。
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①年度別の利用実績

②月別の利用状況

③ イベント適期（春・秋）の土日祝



地下駐車場の収支状況【参考個別シートより】

①利用状況について

②収支状況について （単位：千円）
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